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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年4月7日(2016.4.7)

【公表番号】特表2015-526707(P2015-526707A)
【公表日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-518458(P2015-518458)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/58     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｂ   11/00     　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ    5/58     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｂ   11/00     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｂ   11/00     　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｂ    9/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月15日(2016.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶テープ駆動装置における記憶テープの横方向移動を検出するためのテープ縁部セン
サシステムであって、前記記憶テープは、第１のテープ縁部、第２のテープ縁部、第１の
テープ側および第２のテープ側を有し、横方向テープ移動は、読取／書込動作中の記憶テ
ープ移動の垂直方向における前記記憶テープの移動であり、前記テープ縁部センサシステ
ムは、
　第１の光信号を発する第１のフォトエミッタを含み、前記第１のフォトエミッタは、前
記第１の光信号が変調もされるように、変調され、前記テープ縁部センサシステムはさら
に、
　前記第１の光信号の一部を受取るよう位置決めされ、受取った前記第１の光信号の前記
一部に比例する第１の検出された信号を与える第１の光検出器と、
　第１の開口を規定する第１のバッフルとを含み、前記第１のバッフルは前記第１のフォ
トエミッタと前記第１の光検出器との間に配置され、前記第１の開口は、前記第１のテー
プ縁部に、横方向テープ移動が検出される第１の領域を規定し、前記第１のテープ縁部は
前記第１の光信号を部分的に遮断し、それによって、前記第１の開口とともに、前記第１
の光検出器によって受取られる前記第１の光信号の前記一部における変動が横方向テープ
移動によって少なくとも一部生じるように、前記第１の光検出器によって受取られる前記
第１の光信号の前記一部を規定し、前記テープ縁部センサシステムはさらに、
　前記第１のフォトエミッタおよび前記第１の光検出器に接続される帰還システムを含み
、前記帰還システムは、前記第１のフォトエミッタの変調および前記第１の検出された信
号のローパスフィルタ処理を与えて、ノイズおよび信号ドリフトからの干渉を最小限にす
る、テープ縁部センサシステム。
【請求項２】
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　第２の光信号を発する第２のフォトエミッタをさらに含み、前記第２のフォトエミッタ
は、前記第２の光信号が変調もされるように、変調され、前記テープ縁部センサシステム
はさらに、
　前記第２のフォトエミッタから前記第２の光信号の一部を受取るよう位置決めされ、受
取った前記第２の光信号の前記一部に比例する第２の検出された信号を与える第２の光検
出器と、
　第２の開口を規定する第２のバッフルとを含み、前記第２のバッフルは前記第２のフォ
トエミッタと前記第２の光検出器との間に配置され、前記第２の開口は、前記第２のテー
プ縁部に、横方向テープ移動が検出される第２の領域を規定し、前記第２のテープ縁部は
前記第２の光信号を部分的に遮断し、それによって、前記第２の開口とともに、前記第２
の光検出器によって受取られる前記第２の光信号の前記一部における変動が横方向テープ
移動によって少なくとも一部生じるように、前記第２の光検出器によって受取られる前記
第２の光信号の前記一部を規定し、前記帰還システムは前記第２のフォトエミッタおよび
前記第２の光検出器に接続し、前記帰還システムは、前記第２の光検出器の変調および前
記第２の検出された信号のローパスフィルタ処理を与えて、ノイズおよび信号ドリフトか
らの干渉を最小限にする、請求項１に記載のテープ縁部センサシステム。
【請求項３】
　第３の光信号を発する第３のフォトエミッタをさらに含み、前記第３のフォトエミッタ
は、前記第３の光信号が変調もされるように、変調され、前記システムはさらに、
　前記第３のフォトエミッタから第３の光信号の一部を受取るよう位置決めされ、受取っ
た前記第３の光信号の前記一部に比例する第３の検出された信号を与える第３の光検出器
と、
　第３の開口を規定する第３のバッフルとを含み、前記第３のバッフルは前記第３のフォ
トエミッタと前記第３の光検出器との間に配置され、前記第３の開口は、前記第１のテー
プ縁部に、横方向テープ移動が検出される第３の領域を規定し、前記第１のテープ縁部は
前記第３の光信号を部分的に遮断し、それによって、前記第３の開口とともに、前記第３
の光検出器によって受取られる前記第３の光信号の前記一部における変動が横方向テープ
移動によって少なくとも一部生じるように、前記第３の光検出器によって受取られる前記
第３の光信号の前記一部を規定し、前記システムはさらに、
　第４の光信号を発する第４のフォトエミッタをさらに含み、前記第４のフォトエミッタ
は、前記第４の光信号が変調もされるように、変調され、前記システムはさらに、
　前記第４のフォトエミッタから前記第４の光信号の一部を受取るよう位置決めされ、受
取った前記第４の光信号の前記一部に比例する第４の検出された信号を与える第４の光検
出器と、
　第４の開口を規定する第４のバッフルとを含み、前記第４のバッフルは前記第４のフォ
トエミッタと前記第４の光検出器との間に配置され、前記第４の開口は、前記第２のテー
プ縁部に、横方向テープ移動が検出される第４の領域を規定し、前記第２のテープ縁部は
前記第４の光信号を部分的に遮断し、それによって、前記第４の開口とともに、前記第４
の光検出器によって受取られる前記第４の光信号の前記一部における変動が横方向テープ
移動によって少なくとも一部生じるように、前記第４の光検出器によって受取られる前記
第４の光信号の前記一部を規定し、前記帰還システムは、前記第３のフォトエミッタ、前
記第３の光検出器、前記第４のフォトエミッタおよび前記第４の光検出器に接続し、前記
帰還システムは、前記第３の光検出器および前記第４の光検出器の変調ならびに前記第３
の検出された信号および前記第４の検出された信号のローパスフィルタ処理を与えて、ノ
イズおよび信号ドリフトからの干渉を最小限にする、請求項２に記載のテープ縁部センサ
システム。
【請求項４】
　前記第１のフォトエミッタ、前記第２のフォトエミッタ、前記第３のフォトエミッタお
よび前記第４のフォトエミッタは、前記第１の光検出器、前記第２の光検出器、前記第３
の光検出器および前記第４の光検出器からの出力が各々独立してローパスフィルタでフィ
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ルタ処理される状態で、同期して整流される、請求項３に記載のテープ縁部センサシステ
ム。
【請求項５】
　前記第１の光信号、前記第２の光信号、前記第３の光信号および前記第４の光信号は、
各々独立して振幅変調される、請求項３に記載のテープ縁部センサシステム。
【請求項６】
　前記第１の開口は、第１の長さおよび第１の幅を有して、概ね矩形であり、前記第１の
長さは前記第１の幅より大きい、請求項１～５のいずれか１項に記載のテープ縁部センサ
システム。
【請求項７】
　前記第１の長さは、横方向テープ移動測定がテープ縁部粗さに実質的に反応しないよう
に、前記記憶テープの移動の方向に実質的に平行に位置決めされる、請求項６に記載のテ
ープ縁部センサシステム。
【請求項８】
　前記第１の長さは、前記記憶テープの移動の方向に実質的に垂直に位置決めされる、請
求項６に記載のテープ縁部センサシステム。
【請求項９】
　前記帰還システムは、前記第１の光信号におけるドリフトを経時的に補償する、正規化
されたスケーリングを与える、請求項１～８のいずれか１項に記載のテープ縁部センサシ
ステム。
【請求項１０】
　記憶テープ駆動装置における記憶テープのばたつき移動を補償するシステムであって、
前記記憶テープは、第１のテープ縁部、第２のテープ縁部、第１のテープ側および第２の
テープ側を有し、前記システムは、
　第１の非平行光信号を発する第１のフォトエミッタを含み、前記第１のフォトエミッタ
は、前記第１のテープ縁部において前記第１のテープ側に近接して位置決めされ、前記シ
ステムはさらに、
　前記第１のテープ縁部において前記第２のテープ側に近接して位置決めされ、前記第１
の非平行光信号の一部を受取り、第１の検出信号を出力する第１の光検出器を含み、前記
第１の非平行光信号は、前記記憶テープによって前記第１のテープ縁部で部分的に遮断さ
れ、前記システムはさらに、
　第２の非平行光信号を発する第２のフォトエミッタを含み、前記第２のフォトエミッタ
は、前記第２のテープ縁部において前記第２のテープ側に近接して位置決めされ、前記シ
ステムはさらに、
　前記第２のテープ縁部において前記第１のテープ側に近接して位置決めされ、前記第２
の非平行光信号の一部を受取り、第２の検出信号を出力する第２の光検出器を含み、前記
第２の非平行光信号は、前記記憶テープによって前記第２のテープ縁部で部分的に遮断さ
れ、前記システムはさらに、
　あるテープ側に垂直な方向における前記記憶テープの移動が、前記第１のフォトエミッ
タおよび前記第２のフォトエミッタを前記記憶テープの反対側において、ならびに前記第
１の光検出器および前記第２の光検出器を前記記憶テープの反対側において位置決めする
ことによって、伝達関数において補償されるように、前記第１の検出信号および前記第２
の検出信号を結合する制御構成要素を含む、システム。
【請求項１１】
　第１のフォトインタラプタは前記第１のフォトエミッタおよび前記第１の光検出器を含
み、第２のフォトインタラプタは前記第２のフォトエミッタおよび前記第２の光検出器を
含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　記憶テープ駆動装置における記憶テープのばたつき移動を補償するシステムであって、
前記記憶テープは、第１のテープ縁部、第２のテープ縁部、第１のテープ側および第２の
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テープ側を有し、前記システムは、
　光信号を発するフォトエミッタを含み、前記光信号の第１の部分は前記第１のテープ縁
部に向けられ、前記システムはさらに、
　前記光信号を成形するレンズと、
　前記第２の側に近接して位置決めされ、前記光信号の前記第１の部分を受取る第１の光
検出器とを含み、前記光信号の前記第１の部分は、前記記憶テープによって前記第１のテ
ープ縁部で部分的に遮断される、システム。
【請求項１３】
　前記光信号の前記第１の部分を前記第１のテープ縁部に向かって反射し、前記光信号の
第２の部分を透過する第１の光学装置と、
　前記光信号の第３の部分を前記第２のテープ縁部に向かって反射する第２の光学装置と
、
　前記第２のテープ側に近接して位置決めされ、前記光信号の前記第３の部分を受取る第
２の光検出器とを含み、前記光信号の前記第２の部分は、前記記憶テープによって前記第
２のテープ縁部で部分的に遮断され、
　前記レンズは、前記光信号を、長軸および短軸を有する楕円形のパターンに成形する、
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記長軸は、前記第１のテープ縁部に実質的に垂直である、あるいは、前記第１のテー
プ縁部に実質的に平行である、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　第３の光検出器をさらに含み、前記第２の光学装置は、前記光信号の第４の部分を前記
第３の光検出器に向かって透過し、前記第３の光検出器は正規化信号を出力する、請求項
１３または１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　テープ縁部センサを較正するためのシステムであって、
　平面の較正基板と、
　前記平面の較正基板を線形方向に移動する線形平行移動装置と、
　光信号を発する単色光源と、
　光検出器と、
　前記線形平行移動装置に取付けられ、前記平面の較正基板と一致して移動する可動反射
器と、
　定置反射器と、
　前記光信号の第１の部分を前記可動反射器に、および前記光信号の第２の部分を前記定
置反射器に向けるビームスプリッタとを含み、前記定置反射器は、前記光信号の第３の部
分を前記ビームスプリッタに向かって戻し、そこで前記光信号の第４の部分が前記光検出
器に向けられ、前記可動反射器は、前記光信号の第５の部分を前記ビームスプリッタに向
かって反射し、そこで前記光信号の第６の部分が前記光検出器に透過され、前記光信号の
前記第４の部分および前記光信号の前記第６の部分は、構築的および破壊的に結合して、
干渉パターンを前記平面の較正基板の位置の関数として形成し、前記干渉パターンは、前
記平面の較正基板によって横断される距離の判断を可能にする周期を有する、システム。
【請求項１７】
　前記テープ縁部センサは関連付けられる伝達関数を有し、前記平面の較正基板は、前記
テープ縁部センサにおいて、前記伝達関数が、ある傾きでおおよそ線形である位置に位置
決めされ、横断される前記距離は前記伝達関数の前記傾きを計算するよう用いられ、
　前記線形平行移動装置はボイスコイルである、請求項１６に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００６】
　別の実施の形態では、記憶テープ駆動装置における記憶テープのばたつき移動を補償す
るシステムが提供される。システムは、第１の非平行光信号を発する第１のフォトエミッ
タと、第１の非平行光信号の一部を受取るよう位置決めされる第１の光検出器とを含む。
第１のフォトエミッタは、第１のテープ縁部において第１のテープ側に近接して位置決め
され、第１の光検出器は、第１の縁部において第２のテープ側に近接して位置決めされる
。第１の光検出器は第１の検出された信号を出力する。第１の非平行光信号は、記憶テー
プによって第１のテープ縁部で部分的に遮断される。システムは、さらに、第２の非平行
光信号を発する第２のフォトエミッタと、第２の非平行光信号の一部を受取るよう位置決
めされる第２の光検出器とを含む。第２のフォトエミッタは、第２のテープ縁部において
第２のテープ側に近接して位置決めされ、第２の光検出器は、第２のテープ縁部において
第１のテープ側に近接して位置決めされる。第２の光検出器は第２の検出信号を発する。
第２の非平行光信号は、記憶テープによって第２のテープ縁部で部分的に遮断される。シ
ステムは、さらに、あるテープ側に垂直な方向における記憶テープの移動が、第１のフォ
トエミッタおよび第２のフォトエミッタを記憶テープの反対側において、ならびに第１の
光検出器および第２の光検出器を記憶テープの反対側において位置決めすることによって
、伝達関数において補償されるように、第１の検出信号および第２の検出信号を結合する
制御構成要素を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　図１を参照して、記憶テープ駆動装置における記憶テープの横方向テープ移動（ＬＴＭ
）を検出するためのテープ縁部センサシステムが与えられる。システム１０は記憶テープ
１２のそのような横方向移動を検出するために用いられる。記憶テープ１２は、第１のテ
ープ縁部１４、第２のテープ縁部１６、第１のテープ側１８および第２のテープ側２０を
含む。動作中、テープ１２は、方向ｄ２に沿って生じる横方向テープ移動を伴って方向ｄ
１に沿って移動する。典型的には、横方向テープ移動は０～約１０ｋＨｚの周波数を有す
る。システム１０は、光信号Ｓ１を発する第１のフォトエミッタ２２、第１の光信号Ｓ１
の一部を受取るよう位置決めされる第１の光検出器２４を含む。第１のフォトエミッタ２
２は、第１の光信号が変調もされるように、変調される。第１の光検出器２４は、第１の
光検出器２４によって受取られた第１の光信号の一部に比例する第１の検出信号を出力す
る。ある改良では、第１のフォトエミッタ２２はレーザダイオードであり、および／また
は第１の光検出器２４はフォトダイオード（透過的に光学的に結合された装置）である。
第１のバッフル３０は、第１のフォトエミッタ２２と第１の光検出器２４との間に配置さ
れる第１の開口３２を含む。第１の開口３２は、第１のテープ縁部１４に、第１の光信号
Ｓ１の一部がそこを通って第１の光検出器２４によって受取られる第１の領域３４を規定
する。第１のテープ縁部１４は第１の光信号を部分的に遮断し（つまり、バッフル３０は
第１の光検出器２４および第１のテープ縁部１４の光路に配置され）、それによって、第
１の開口３２とともに、第１の光検出器２４によって受取られる第１の信号の一部におけ
る変動が横方向テープ移動によって少なくとも一部生じるように、第１の光検出器２４に
よって受取られる第１の光信号の一部を規定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２０】
　この実施の形態の変形例では、システム１０は、さらに、第２のフォトエミッタ４２、
第２のフォトエミッタ４２から第２の光信号Ｓ２の一部を受取るよう位置決めされる第２
の光検出器４４を含む。ある改良では、第２のフォトエミッタ４２はレーザダイオードで
あり、および／または第２の光検出器４４はフォトダイオードである。第２のフォトエミ
ッタ４２は、第２の光信号が変調もされるように、変調される。第２の光検出器４４は、
第２の光検出器４４によって受取られた第２の光信号の一部に比例する第２の検出された
信号を出力する。第２のバッフル４６は第２の開口４８を含み、第２のフォトエミッタ４
２と第２の光検出器４４との間に配置される。第２の開口４８は、第２のテープ縁部１６
に第２の領域５０を規定し、第２の光信号は、記憶テープ１２が第２の光信号の一部を遮
断する状態で、第２の領域５０を介して第２の光検出器４４によって受取られる。この変
形例では、頂部および底部移動は調整され、それによって、テープ１２の移動（たとえば
、変動するかもしれないテープ縁部損傷またはテープ幅）変化についてのよりよい情報を
与える。ある改良では、帰還システム４０は第２のフォトエミッタ４２および第２の光検
出器４４に接続する。帰還システム４０は、さらに、第１のフォトエミッタ４２の振幅変
調および第２の検出された信号のローパスフィルタ処理を与えて、ノイズおよび信号ドリ
フトからの干渉を最小限にする。帰還システム４０は第２の検出された信号振幅を受取り
、第２の光信号を調整して、第２の検出された信号振幅が第２の平均振幅範囲内にあるよ
うにする。帰還システム４０は、さらに、予め定められる値からの第２のテープ縁部の偏
差を表す第２の出力信号を出力する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　さらに、この実施の形態のさらなる変形例では、システム１０は、上に述べられるよう
な２つのさらなるフォトエミッタ／ダイオード対をさらに含む。具体的には、システム１
０は、さらに、第３のフォトエミッタ５２、および第３のフォトエミッタ５２から第３の
光信号を受取るよう位置決めされる第３の光検出器５４を含む。ある改良では、第３のフ
ォトエミッタ５２はレーザダイオードであり、第３の光検出器５４はフォトダイオードで
ある。第３のフォトエミッタ５２は、第３の光信号が変調もされるように、変調される。
第３の光検出器５４は、第３の光検出器５４によって受取られた第３の光信号の一部に比
例する第３の検出信号を出力する。第３のバッフル５６は第３の開口５８を含み、第３の
フォトエミッタ５２と第３の光検出器５４との間に配置される。第３の開口５８は、第１
のテープ縁部１４に第３の領域６０を規定し、第３の光信号は、記憶テープ１２が第３の
光信号の一部を遮断する状態で、第３の領域６０を介して第３の光検出器５４によって受
取られる。この変形例では、システム１０は、さらに、第４のフォトエミッタ６２、およ
び第４のフォトエミッタ６２から第４の光信号を受取るよう位置決めされる第４の光検出
器６４を含む。第４のフォトエミッタ６２は、第４の光信号が変調もされるように、変調
される。第４の光検出器６４は、第４の光検出器６４によって受取られた第４の光信号の
一部に比例する第４の検出信号を出力する。ある改良では、第４のフォトエミッタ６２は
レーザダイオードであり、および／または第４の光検出器６４はフォトダイオードである
。第４のバッフル６６は第４の開口６８を含み、第４のフォトエミッタ６２と第４の光検
出器６４との間に配置される。第４の開口６８は、第２のテープ縁部１６に第４の領域７
０を規定し、第４の光信号は、記憶テープ１２が第４の光信号の一部を遮断する状態で、
第４の領域７０を介して第４の光検出器６４によって受取られる。ある改良では、安定部
７２を光検出器の対間に配置して、テープ１２の移動を安定させる。そのような改良では
、テープヘッドは安定部７２の反対側に位置決めされる。第３のフォトエミッタ５２およ
び第３の光検出器５４も、上に述べられるように帰還システム４０に接続される。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　さらに図４Ａおよび図４Ｂを参照して、記憶テープ駆動装置における記憶テープの「ば
たつき」移動を補償するシステムが提供される。記憶テープ１２は、第１のテープ縁部１
４、第２のテープ縁部１６、第１のテープ側１８および第２のテープ側２０を含む。シス
テム１２０は、第１の非平行光信号Ｓ５を発する第１のフォトエミッタ１２２、および第
１の光検出器１２４を含む。第１のフォトエミッタ１２２は第１のテープ側１８に近接し
て位置決めされ、一方、第１の光検出器１２４は第２のテープ側２０に近接して、第１の
非平行光信号Ｓ５の一部を受取るよう位置決めされる。第１の非平行光信号Ｓ５は、記憶
テープ１２によって第１のテープ縁部１４で部分的に遮断される。システム１２０は、さ
らに、第２の非平行光信号Ｓ６を発する第２のフォトエミッタ１２８、および第２の光検
出器１３０を含む。第２のフォトエミッタ１２８は第２のテープ側２０に近接して位置決
めされ、一方、第２の光検出器１３０は第１のテープ側１８に近接して位置決めされる。
第２の光検出器１３０は、第２の非平行光信号Ｓ６の一部を受取る。第２の非平行光信号
Ｓ６は、記憶テープによって第１のテープ縁部１４で部分的に遮断される。記憶テープの
反対側における第１のフォトエミッタ１２２および第２のフォトエミッタ１２８、ならび
に記憶テープの反対側における第１の光検出器１２４および第２の光検出器１３０の位置
決めは、第１のテープ側および第２のテープ側に垂直な方向（つまりＺ方向）における記
憶テープの移動を少なくとも部分的に補償する。結果として生じる信号がＺ依存を有さな
いように、第１の光検出器１２４および第２の光検出器１３０からの信号は構成要素１２
 ６によって電子的に結合（加算）される。テープのＺ位置が変動するにつれて、一方の
フォトインタラプタの伝達関数の傾きにおける変化は、第２のフォトインタラプタの傾き
における変化と同じ大きさを有するが、反対の符号を有し、それらの信号が加算されると
、２つのセンサの反対の傾きは相殺する。ある改良では、第１のフォトエミッタ１２８お
よび第１の光検出器１２４はフォトインタラプタ１３２内に含まれ、一方、第２のフォト
エミッタ１２２および第２の光検出器１３０はフォトインタラプタ１３４内に含まれる。
この解決策の有効性は、２つのフォトインタラプタが一致するＺ依存性を有すること、そ
れらの伝達関数が適切な相殺を得るために整列するように、それらは鉛直に整列されるこ
と、およびテープが２つのセンサ間の距離（約３ｍｍまたは４ｍｍ）を横断する際にテー
プのＺ移動は著しく変化しないことを必要とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　図９Ａは、頂部テープ縁部および底部テープ縁部を監視して、平行光光源を用いながら
ＬＴＭを判断する、記憶テープ駆動装置における横方向テープ移動を検出するためのシス
テムの概略図を与える。システム１６０は、典型的にはレーザダイオードであるフォトエ
ミッタ１６２を含む。フォトエミッタ１６２は光信号１６４を発し、それは、光信号１６
４を平行にして平行光信号１６８を形成するよう用いられるレンズ１６６によって平行に
される。第１の光学装置１７０は、平行光信号１６８の第１の部分１７２を光検出器１７
４に向かって反射する。テープ縁部１４は、第１の部分１７２の一部を遮断し、それによ
って、ＬＴＭの評価を可能にする。第１の光学装置１７０は、さらに、第２の部分１７６
を第２の光学装置１７８に向かって透過する。ある改良では、第１の光学装置１７０はビ
ームスプリッタである。第２の光学装置１７８は、平行光信号１６８の第３の部分１８０
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を光検出器１８２に向かって反射する。テープ縁部１６は、第３の部分１８０の一部を遮
断し、それによって、ＬＴＭの評価を可能にする。ある改良では、第２の光学装置１７８
はミラーまたはビームスプリッタのいずれかである。この変形例は、テープ１２のＺ位置
から独立したＬＴＭの検出を可能にする。図９Ｂは、図９Ａのシステムの改良物を提供す
る。この改良では、システム１６０’は、平行光信号１６８の第３の部分１８０を光検出
器１８２に向かって反射し、第４の部分１８８を光検出器１９０に向かって透過する、第
２の光学装置１７８’を含む。光検出器１９０からの出力信号は、光信号１６８の光強度
の変動が補償されるように、システム１６０の正規化を可能にする。この実施の形態のレ
ーザ縁部センサは、実験室試験取付具またはテープ駆動装置製品のいずれにおいても、テ
ープ経路のまわりで狭い空間内に取付けることに対して有用な非常に小さな設置面積で設
計することが可能である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図１０および図１１Ａ～図１１Ｃを参照して、フォトダイオード由来の信号においてノ
イズを低減する変形例が提供される。そのようなノイズはＬＴＭ測定においては誤差に変
換する。この種のセンサにおいて可能な限りノイズを低減するために、レーザ光線におけ
る相対強度ノイズは、信号を正規化することによって、測定誤差に寄与するものとして低
減される。これは、縁部移動またはＬＴＭを示す信号を、レーザ光線における全体出力を
表す信号によって除算することによって行うことが可能である。図１０を参照して、レー
ザダイオード装置１９２および１９４は光信号を発し、それは、それぞれ光検出器ＰＤ１
およびＰＤ２によって受取られる。光信号は、上に述べられるように記憶テープ１２の頂
縁部１４および底縁部１６によって部分的に遮られる。全体の光線出力を表す信号を、Ｌ
ＤＰＤ１およびＬＤＰＤ２として識別されるレーザダイオード装置の背面検出器から導き
出すことが可能である。検出器ＬＤＰＤ１およびＬＤＰＤ２は、レーザダイオード装置１
９２のレーザダイオードＰＤ１およびレーザダイオード装置１９４のレーザダイオードＰ
Ｄ２由来の光の一部を受取る。図１１Ａ、図１１Ｂおよび図１１Ｃは、ＬＤＰＤ１および
ＬＤＰＤ２の出力を用いるためのさまざまな構成を提供する。図１１Ａを参照して、頂縁
部信号および底縁部信号の測定のための構成が提供される。この構成では、ＰＤ１の出力
および増幅された出力ＬＤＰＤ１は分圧器１９８に与えられる。ＬＤＰＤ１の増幅は増幅
器２００を介して達成される。同様に、ＰＤ２の出力および増幅された出力ＬＤＰＤ２は
分圧器２０２に与えられる。ＬＤＰＤ２の増幅は増幅器２０４を介して達成される。図１
１Ｂを参照して、ＬＴＭを直接測定するための構成が提供される。この構成では、ＰＤ１
およびＰＤ２の出力は電圧加算器２０４に与えられる。電圧加算器２０４の出力および増
幅された出力ＬＤＰＤ１は、分圧器２０６に与えられる。ＬＤＰＤ１の増幅は増幅器２０
８を介して達成される。図を１１Ｃ参照して、テープ幅に対する構成が与えられる。この
構成では、ＰＤ１およびＰＤ２の出力は差動増幅器２１０に与えられる。差動増幅器２１
０の出力および増幅された出力ＬＤＰＤ１は、分圧器２１２に与えられる。ＬＤＰＤ１の
増幅は増幅器２１４を介して達成される。図１１Ａ～図１１Ｃと関連付けられる方法は、
信号正規化が、信号のデジタル化後にアナログ電子回路またはデジタル信号プロセッサを
用いて達成される状態で、レーザ出力変動が最終測定において補償されることを可能にす
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３３】
　図１２を参照して、テープ縁部センサを較正するためのシステムが提供される。高レベ
ルの測定精度を達成するために、テープ縁部センサは精密な較正を必要とする。センサの
伝達関数の最も重要な部分は、その中間点－線形測定領域－近くである。縁部センサの出
力信号と同時にテープ移動を精密に測定する較正方法は、所望の情報：測定領域における
伝達関数の傾きを与える。較正システム２２０は平面の較正基板２２２（たとえば小さい
テープ材料のサンプル）、および平面の較正基板を線形方向ｄ７に移動する線形平行移動
装置２２４を含む。典型的には、線形平行移動装置２２４は、小さいテープ材料のサンプ
ルを移動させるために低周波数（≒１０Ｈｚ）発振器２２６からの正弦波信号によって駆
動されるボイスコイルモータである。光源２３０および光検出器２３２はテープ縁部セン
サ２２８の一部である。光源２３０は光信号を発し、それは、一部が平面基板２２２によ
って遮断される状態で、光検出器２３２によって受取られる。平面の較正基板２２２は、
テープ縁部センサ２２８の伝達関数の中央領域が線形平行移動装置２２４によって掃引さ
れるように、テープ縁部センサ２２８に位置決めされる。平面の較正基板２２２と一致し
て移動する可動反射器２３４が、線形平行移動装置２２４に取付けられる。システム２２
０は、さらに、単色光信号２３８を発するレーザ２３６を含む。キューブビームスプリッ
タ２４０は、光信号の第１の部分２４２を可動反射器２３４に向かって反射し、光信号の
第２の部分２４４を定置反射器２４６に向かって透過する。定置反射器２４６は、光信号
の第３の部分２４８をビームスプリッタ２４０に向けて戻し、そこで、光の第４の部分２
５０が光検出器２５２に向けられる。ある改良では、可動反射器２３４および定置反射器
の両方はコーナーキューブ反射器である。可動反射器２３４は、光信号の第５の部分２５
４をビームスプリッタ２４０に向けて戻し、そこで、光信号の第６の部分２５６が光検出
器２５２（例えばフォトダイオード）に透過される。光信号の第４の部分２５０および光
信号の第６の部分２５６は、構築的および破壊的に結合して、干渉計信号（例えば干渉パ
ターン）を平面の較正基板２２２の位置の関数として形成する。干渉パターンは、平面の
較正基板によって横断される距離の判断を可能にする周期を有する。光検出器２５２から
の結果として生じる干渉計信号は、レーザの波長の１／２（λ／２）と等しい線形平行移
動装置２２４の移動をその周期が表す正弦波である。６５０ｎｍ（赤色）のレーザダイオ
ードに対しては、この周期は３２５ｎｍを表す。図１３は、縁部センサの伝達関数のグラ
フ上に重ねられた較正システムの出力の例を与える。線形領域における傾きは、伝達関数
と交差するサイクル数を計数することによって、点Ｐ１とＰ２との間の距離から評価され
る。伝達関数の傾き（ボルト／ナノメートル）は、この較正方法によって生成される信号
から計算される。高い絶対確度を達成するために、レーザの波長は、たとえばそれを光学
分光計で測定することによって、正確に知られていなければならない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】
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